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1. はじめに
最近，公共の財政の悪化が深刻化するにつれ財政負担の縮減に向けた公共事業の見直しが急務と1.1 背景

され，民間の資金，技術力を取り入れる 事業が試みられるようになった．我が国におけるに は，PFI PFI

今後より本格的な推進が予想され， 事業を取り巻く法規，技術，財政等に伴うリスク評価のための早急PFI

な手法の検討が必要とされている．特に，技術的には既往の施工データの蓄積と解析が重要である．例えば
， ， ， ，コンクリート施工においては 各種の施工要因による強度変動 ひびわれ発生の有無 維持管理上の問題と

その発生する可能性を判断するための技術的な施工品質データベースの作成が必要となっている．
本研究では 事業の導入時の，法規，技術，財政等をそれぞれの観点から調査し，想定される1.2 目的 PFI

リスクを抽出し検討を行う また，その際の技術的なリスクとしてISO9000等の管理で得られるコンクリー.

， ．トの品質変動のリスクの評価に着目し そのデータベース化とその解析の方法に関する基礎的な考察を行う
事業実施の際に想定されるリスクを法規，技術，財政の各々の事例からの調査抽出し各々の検2.研究方法 PFI

討を行う．また，リスクの低減を図るために今までに施工されたコンクリート構造物の技術的なISO9000等の管
理で得られる施工品質データを入力する．データ入力項目は に示す．データーを集積し，相関分析分散Table1

分析，重回帰分析を行い検討と考察を行なう．
3.検討結果及び考察

ＰＦＩ事業実施の際，問題となる法規，技術，財政上の想定されるリスクを抽出する．ま3.1 検討結果
た，最近，ＰＦＩ事業で発生した事例はまだ少ないため土木事業以外からも調査抽出し， に示した．Table.2

１データ入力項目と内容及びクラックに対する相関性の判定Table

調査した事例では，発注者である公共（行政）側の を予定する事業の現状の計3 2． 各種リスクの考察 PFI

画上と，将来，実際に事業の運営や管理に当たる 事業者の事業見通しや認識するリスクの間に差が相当PFI
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あり契約が成立しない場合もある．長期間の運営であるために，公共側は，経済や人口の将来性を見極め，

現在と将来の需給の変動の可能性の有無やそのリスクの程度を把握するための正確な情報と，採算やリスク

を回避するための事業展開方法の自由度を， 事業者側に与える必要があり，従来と違う公共事業の方法PFI

によるリスクとその分担の仕方に対する十分な理解と適切な対応が必要である．また，現段階では，技術上

のリスクは， 事業が開始されたばかりで顕在化し難いが，運営が長期間に及ぶと今後は必然的に顕在化PFI

リスクを低減を目指すためには現段階では多面にわたりリスクを想定した事業すると考えられる．したがって，

計画が必要と考えられる．

事業の事例およびその問題点Table2 PFI

．３ 技術的リスクの定量のための3

データベース化と解析による考察
今回，技術的リスクを定量化するデ
ータベース作成の一例として

で抽出したコンクリート構造ISO9000

物の簡易データベースを集積作成した．
現状に比べ，ひびわれ等の欠陥データが
少ないが，施設の品質，運営，維持管理
上のリスクとなるひびわれと各種施工
要因等との相関性分析及び分散分
析し，相関等の高い要因をさらに
重回帰分析し，その要因の適否を
工学的に判断した結果をTable3示
す．ひびわれ発生と養生時の風速

．等の気象条件等による相関が高い
ひびわれ発生の施工要因等の抽出のための重回帰分析結果と代表的な要因と傾向Table3

ＰＦＩ導入時のコンクリートの品質上のリスクの評価のための基礎的考察の結果以下の事が明ら4．結論
かになった．① 事業には法規，経済，技術上の各種の各種リスクが存在し，その克服の方法に関し，公共のPFI

発注者側とPFI事業者側双方の十分な検討と情報の交換が必要である．特に技術的なリスク等に関しては事業期間
ISO9000が長期化すると今後顕在化すると考えられ現段階では多面にわたりリスクを想定する事業計画が必要である②， ， ．

各等で得られる技術上の品質管理データをデータベース化し，相関分析，分散分析，重回帰分析等の数値解析により，
③ 管理データの数値解析例として，ひびわれと施工時種リスクとその要因の把握と低減が可能である． ISO9000

の養生条件関係する， 等の気象条件に関するデータの要因との相関が見られた．今後， 等で得られる技術風速 ISO9000

．上の品質管理データ集積と解析が進むことで， 事業や土木事業全体のリスク低減が可能であると考えられるPFI
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各位の御協力を感謝します．

事業
名

施設
内容

事業
方式

事業
年数

事業
段階

経済 計画 設計 施工 所有 移転
維持
管理 経済 計画 設計 施工 所有 移転
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○ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
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運営費上昇リスク

支払いリスク
法令リスク
政治リスク

一般的損害リスク
性能リスク

工事費増大リスク

　
　
　
　
　

リ
　
ス
　
ク
　
の
　
種
　
類

 法規

制度化リスク

工事遅延リスク
設計リスク

測量地質調査の誤
りリスク

 
 
 
 
 
技
術

第三者賠償リスク
住民対応リスク
事故の発生リスク

施設損害リスク

ごみ処理事業

ごみ処理事業

B O O

17

学校給食センター事業

給食の供給施設

B O T

16

衆議院議員宿舎建替事業

宿舎と民間施設の合築建設

運営費増大リスク

B T O

30

工事費増大リスク
資金調達リスク
応募コストリスク

税制度変更リスク
物価変動リスク

東京事務所建替事業

公共施設と民間施設の合築
建設

B O O

20

財
政

金利変動リスク

施設の瑕疵リスク
施設の性能リスク
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